
2024年３月２日（土）

九州産交バス 今釜卓哉



• 今釜卓哉（いまがま たくや）

• 九州産交バス 共同経営推進室 課長

• 1986年生まれ 福岡県出身

• 福岡大学 工学部 社会デザイン工学科卒業

• 九州産交バス 2009年入社

• 営業所に1年半勤務後、本社部門にて

路線バスのマーケティングやシステム

導入、空港民営化コンセッション業務

等取り組む。

ITは詳しくないですが、データを使う側です。



5社で熊本県内の約7万5千人/日の移動を支えている

サクラマチ クマモト
2019年9月開業

熊本駅アミュプラザ
2021年4月開業

※コロナ前2019年10月～2020年1月の平均



・バスの時刻
各社別にバス停に掲示、各社HP上で確認可能

・乗降データ
バスカードデータは活用、定期券が分からない

ため実態調査

・バスの運行データ（遅れデータ）
全く分からないのでバスに乗り込んで実態調査

１0年前

現在

・バスの時刻
各社バス時刻表を統一フォーマットでオープンデータ化にして誰でも活用しやすく！

・乗降データ
ICカード（約7割）を活用して、日々の実態把握が可能。

・バスの運行データ（遅れデータ）
バスロケを活用して、バスの現在地がバス会社だけではなく利用者も分かる



県内統一バスロケ

標準形式
GTFS

リアルタイム

Google Maps

GPS

オープンデータ

スマートフォン バス停サイネージ

県内全主要バス会社のリアルタイム情報が
標準化・オープン化



オープンデータ
紙時刻表

熊本のIoTエンジニアが作った
自宅用ミニサイネージ

音声対応サイネージ

個人サイネージ

屋内用店舗型サイネージ

5社の時刻表を毎日データ取込、加工

高齢者用コミュニケーションツールの機能
その看板を活用して施設側がハードを準備

関係者と協力し、あまねく情報を広げ、公共交通が自ずと視界に入る空間へ！

http://www.sinjidai.com/kanban/

Amazon Echo Show 8

http://www.sinjidai.com/kanban/


熊本のIoTエンジニアが作った自宅用ミニサイネージがバズった



https://youtu.be/nV00rxJkxGE

プレスリリース：https://www.nttbizsol.jp/newsrelease/202312041430000961.html

https://youtu.be/nV00rxJkxGE
https://www.nttbizsol.jp/newsrelease/202312041430000961.html
https://www.nttbizsol.jp/newsrelease/202312041430000961.html




シェアサイクル

JR九州

バスはリアルタイム

西のサウナの聖地「湯らっくす」の受付に案内掲示板に「その看板」を活用

受付近くのナイスポジション

http://www.sinjidai.com/kanban/

http://www.sinjidai.com/kanban/


熊本の公共交通ネットワークにおいてバス交通が担うべき役割（＝あるべきバス
路線網）を将来にわたり維持し、かつその利便性・生産性を最大限向上させるた
め、会社間の垣根を越えて路線再編等の取組を実施するため、2020年4月より
「共同経営準備室」を設置し、2021年3月より「共同経営推進室に移行」

体制 施策

・重複区間の最適化（2021年、2022年）

・共通定期の開始（2022年）

・中心部180円均一運賃（2023年）

・バス電車大人100円・子ども無料
の日（2022年）

・バスデータ公表（2020～2023年）

・運行時分の適正化（2022年～）

・利用者2倍増に向けた取組（2022年～）



企画提案

施策 実行

公共交通の施策実行のためには、様々なステークホルダーとの発信と理解が必要。
そのためには、データを使った説明が必要となる。

共同経営推進室

共同経営社長会
（バス会社5社、熊本県、熊本市、熊本市交通局）

合意形成①

県内の関係する地域公共交通協議会合意形成②

メディア、県民周知



ICカード
データ

バス運行
実績データ

分析システム

パーソントリップ
データ

断面交通量情報

プロープデータ

バスデータ

GTFS-JPを活
用した紐づけ

県提供

有償

外部データ

オープンデータ
JARTIC

バスで取得できるデータを集計時間を軽減するため分析システムを導入し活用。
外部データも組み合わせながらエビデンスを示すことに挑戦。

人流データ 有償



路線再編に活用 運行時分適正化に活用

その他効果検証
・路線再編の実施効果確認
・共通定期実施による利用者増推計
・運行時分適正後の状況
・均一運賃の利用者予測と効果検証

施策実施前は実行計画をデータを使って作成し、
施策実施後は効果測定を全ての施策においてルーティン化



サクラマチ OPEN前の混雑 バス車内の混雑状況当日の中心市街地

熊本県内バス・電車無料の日を2019年9月14日実施。 （4,694便が対象）サク
ラマチオープンの渋滞対策として複数社間の公共交通機関が連携する実施規模に
おいては、国内でも当時例のない取り組み。その後、他地区でも実施が進む。

出典：SAKURAMACHI DATA PROJECTより

利用者数2.5倍増加 普段利用しない人が運賃無料が利
用の動機

経済効果やCO2削減効果も発現

人流データによる県内の移動状況確認

交通事業者提供による利用者数
アンケートによる利用者調査 外部データ、アンケートによる

経済効果算出

外部データ、アンケート
によるCO2削減効果算出



熊本では共同経営推進室のミッションとして公共交通利用者2倍を目指している。
それにより渋滞、環境問題等の社会課題解決に公共交通の充実は有効であること
を内部データや外部データを組み合わせて、公的投資拡大を目指している。





•増便

–熊本市の幹線8方面のバスを48%増便。日中は7.5～30分間隔に
設定

•増便率の0.5倍の利用増を仮定（20%増便なら10％利用増）

•バスレーン

–3箇所の所要時間を3～5分短縮と設定

•所要時間×4%/分 の利用増を仮定（5分短縮なら20%利用増）

シナリオ

推計結果

• 利用増・収支
–年532万人（32%）、9.3億円減益

• 渋滞解消効果
–交通量：年403万人削減

–速度：14.0→15.1km/h（中央区平日8時）、走行時間：178万時間
短縮

–便益：47.6億円（公費支出の5.1倍の効果）
車1人削減あたり中央区1814円、他区824円



データ

×議論

交通

事業者

行政

県民
地元

企業

専門家

大学

目指す未来像

各種施策実行

効果検証、改善

共同経営など、多数の関係者の合意が必要な場合、個社の風土や決まり事を乗り
越えるには、データに基づいた施策立案が必要になるためデータ活用しやすい環

境づくりや、地域内外の人材と丁寧に対話しながら実行へ！



興味がある方は一緒に公共交通で熊本を元気にしませんか？是
非お声掛けください！

九州産交バス 共同経営推進室 今釜卓哉
連絡先：imagama-takuya@kyusanko.co.jp
SNS：Facebookはあまり投稿はしませんがメッセンジャーをし
ていますので、お気軽にご連絡ください！

ご清聴ありがとうございました！

資料の一部は東京大学伊藤昌毅研究室・(株)トラフィックブレインによるNICT Beyond 5G 研究開発促進事業を通じて、技術支援を頂きました。

mailto:imagama-takuya@kyusanko.co.jp

